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第３章 行動計画【教育・行政：共同と平等に基づいた教育と行政をめざして】 

 

 

 

 

 

 

 固定的な性別役割分担意識※や性差に関する偏見については、少しずつ意識が変わり

つつあるものの、家庭や地域においては、その認識や理解は十分とは言えません。 

 固定的な性別役割分担意識※は幼い時からの躾や生活習慣、教育などを通じて無意識 

のうちに形成されることから、家庭や地域社会で行われる教育や学習の場が必要です。

そこで、男女共同参画意識の視点での学習の充実と、市の関係部署及び関係機関との連

携を図り、地域に根差した啓発活動を展開していく必要があります。 

 

 

 

ア．家庭において男女共同参画について学ぶ機会を提供します 

行 動 計 画 担 当 部 署 
新規 

継続 

女性 

活躍 

 
市の広報を活用した男女共同参画についての意

識啓発及び情報提供 
地域づくり支援課 継続 ○ 

 
「カジダン・イクメン」

※
育成教室・講座の開催による

男性の家事・育児への参加の促進 

地域づくり支援課 

子育て支援課 

生涯学習課 

各地域課 

継続 ○ 

 

イ．地域が行う男女共同参画活動を支援します 

行 動 計 画 担 当 部 署 
新規 

継続 

女性 

活躍 

 
秋田県南部男女共同参画センターと連携した事業

の展開 
地域づくり支援課 

継続 

 
○ 

 

 

男女共同参画指標 担 当 部 署 
現状値 目標値 女性 

活躍 R1 年度 R7年度 

市の広報を活用した男女共同参画についての意識啓

発 
地域づくり支援課 4 回／年 6 回／年  

基本施策    ①家庭や地域において性別にとらわれない教育を推進します 

現状と課題 

施策の内容と行動計画 
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第３章 行動計画【教育・行政：共同と平等に基づいた教育と行政をめざして】 

 

 

 

 

 

 

 学校教育全体を通じて、人権の尊重、男女の平等、相互理解・協力についての指導の

充実が求められるものの、男女共同参画を推進していく取り組みが十分ではないという

課題があります。 

 今後は、児童生徒が生涯を通じて個人の尊厳、男女平等の意識を高め、多様性を認め、

互いの個性や能力を尊重して主体的に社会に参画することができるよう、教職員研修の

充実や専門機関と連携し教育の場での施策の実施に努めます。 

       

 

 

ア．男女共同参画意識の視点及び多様性に配慮した教育を推進します 

行 動 計 画 担 当 部 署 
新規 

継続 

女性 

活躍 

 教育機関において女性の活躍を推進 教育指導課 継続 ○ 

 生命や人権･多様性をテーマに教育活動を実施 教育指導課 継続  

 
教員・職員研修において男女共同参画推進や多

様性に配慮した研修を実施 
教育指導課 継続  

 

イ．学校、家庭、地域での男女共同参画を推進します 

行 動 計 画 担 当 部 署 
新規 

継続 

女性 

活躍 

 「男女共同参画推進協議会」との連携強化 地域づくり支援課 継続 ○ 

 在住外国人の安全、安心な生活支援の提供 秘書広報課 継続  

 ＰＴＡなどの機会を活用した意識啓発活動の推進 教育指導課 継続  

 

 

 

基本施策   ②教育の場で男女共同参画を推進します 

現状と課題 

施策の内容と行動計画 
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第３章 行動計画【教育・行政：共同と平等に基づいた教育と行政をめざして】 

 

 

 

 

 

 

 

 男女共同参画社会形成の推進を図るためには、行政が率先して範を示すとともに、あ

らゆる機会を捉えて男女共同参画意識の普及啓発活動を展開する必要があります。 

 そして、庁内の現状としては性別にとらわれることなく職員の採用や管理職への登用

が行われていますが、男女共同参画への取り組みはまだ十分とは言えません。 

そこで、庁内推進委員会を中心とした職員の研修の充実を図り、ワーク・ライフ・バ

ランスと女性活躍を推進していきます。 

 

 

 

ア．能力を公平に評価した職員採用や管理職への登用を推進します 

行 動 計 画 担 当 部 署 
新規 

継続 

女性 

活躍 

 性別にとらわれない、能力評価による公平な登用 人事課 継続 ○ 

 男女共同参画に関する研修会の実施 
地域づくり支援課 

人事課 
継続 ○ 

 

イ．市職員が共通認識を持ち、連携して男女共同参画を推進します 

行 動 計 画 担 当 部 署 
新規 

継続 

女性 

活躍 

 
「男女共同参画庁内推進委員会」を主とした職員

研修の開催 

地域づくり支援課 

人事課 
継続 ○ 

 
男性職員が育児休業を取得しやすい職場環境づ

くりの積極的推進 
人事課 継続  

 

 

 

 

 

基本施策   ③行政が率先して男女共同参画の考え方を実践します 

現状と課題 

施策の内容と行動計画 
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第３章 行動計画【福祉・健康：自立のための健康づくりと福祉の充実をめざして】 

 

ウ．政策、方針決定過程への女性の参画拡大を促進します。  

行 動 計 画 担 当 部 署 
新規 

継続 

女性 

活躍 

＊ 各種審議会委員の女性比率目標を 40％とする すべての部署 継続 ○ 

＊ 行政委員会の女性比率目標を 30％とする すべての部署 継続 ○ 

 女性管理職への登用の促進 人事課 継続 ○ 

＊ 女性の参画(活躍）状況の「見える化」
※
（行政分野） 人事課 継続 ○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女共同参画指標 担 当 部 署 
現状値 目標値 女性 

活躍 R1年度 R7年度 

女性の課長級昇任試験受験率 人事課 25.0% 40% ○ 

各種審議会委員の女性比率 すべての部署 26.2% 40% ○ 

行政委員会の女性比率 すべての部署 22.0% 30% ○ 

男性職員（対象者）の育児休業取得率 人事課 0.0% 30%  


